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論文審査の結果の要旨 
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著者：大谷義孝、関根康雅、高平修二、古屋大典、根本学 
掲載誌：日本救急医学会誌 27 巻：675 項〜681 項、2016 年 
 
国際医療センター救命救急センターの大谷義孝氏を筆頭とした上記論文｢小児の自転車頭部外傷
に対するヘルメットの有用性｣を審査し、その内容は博士の学位認定にあたいする研究業績である
と評価しました。 
 
審査日時：平成 31 年 1 月 21 日 15：00〜16：30 
場所：大学院講義室 
審査委員会構成員 
 主査：杉山 聡（総合医療センター高度救命救急センター） 
 副査：栗田 浩樹（国際医療センター脳神経外科） 
 副査：亀井 美登里（大学病院社会医学） 
 副査：高田 綾（大学病院法医学） 
 
審査内容 
 はじめに、大谷義孝氏の学位申請論文、参考論文、論文目録、履歴書、研究歴証明書、IRB 承
認など、必要書類の確認ならびに手続きなどの不備がないことを確認した。引き続き大谷義孝氏
から今回の論文についての目的、研究対象・方法、結果、考察についてのプレゼンテーションが
約 20 分間に渡って行われた。発表の要約は以下の通りである。 
 
 小児の自転車関連外傷では頭部・顔面損傷の頻度が高く、死亡例の 75％に頭部外傷があると報
告されている。平成 20 年には道路交通法が改正され 13 歳未満小児は自転車乗車時にヘルメット
を着用することが義務化された。そこで 2011 年 1 月から 2013 年 12 月までに国際医療センター
救命救急センターを受診した自転車関連小児外傷を後方視的に調査し、特に頭部外傷に着目して
ヘルメットの着用状況とヘルメット着用の有用性を明らかにすることを目的として行った研究で
ある。 
 13 歳未満の自転車関連外傷のうち頭部外傷受傷例でのヘルメット着用有無の平均年齢、性別、
来院時 Glasgow coma scale、平均 ISS、平均頭部 AIS、頭部外傷が理由の入院率、平均在院日数、
頭部外傷重症度、意識回復までの平均日数、Glasgow outcome scale、平均 Glasgow outcome scale 
score について解析した。その結果 13 歳未満の自転車関連外傷は 53 例、その中で頭部外傷は 34
例あり、34 例中ヘルメット着用 6 例、ヘルメット未着用 24 例、着用不明が 4 例見られた。ヘル
メット着用は最低 11％最大 30％と着用率は低かった。ヘルメット着用、未着用で比較した平均
ISS は 2：4．8、平均頭部 AIS1．3：1．6、入院率 2：11、平均在院日数 2．0：9．5、意識回復
までの平均日数０．３１：０．８３とヘルメット未着用で重症化を示すスコアーが高い傾向があ
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り、Glasgow outcome scale もヘルメット未着用で低くなる傾向がみられたが検定で有意差は出
なかった。来院時 Glasgow coma scale８点以下の重症頭部外傷は４例でヘルメット着用１例、ヘ
ルメット未着用３例であった。ヘルメット着用例は来院後早期に意識回復し CT 上異常所見は得
られなかったが、未着用３例中２例は緊急手術を要し高次脳機能障害や記銘力低下が残存した症
例もあった。 
 以上より本研究では１３歳未満の自転車関連頭部外傷でヘルメット着用と未着用での各パラメ
ーターを比較検討した結果有意差はなかったが、未着用で頭部外傷が重症化する傾向があり、ヘ
ルメット着用した方が頭部外傷の重症化を予防できる可能性が示唆された。 
 
以上の発表に対して審査員から以下の質問がなされた。 
１． ヘルメットの有無による頭蓋内損傷所見に違いはあるか 
２． ヘルメット着用不明例があるのは何故か 
３． ヘルメット着用の有無で有意差が出なかった理由は 
４． 得られた結果からはヘルメット着用は無効となってしまうのでは 
５． 提示された症例のなかで MRI 撮影をした例は何例あって所見はどうだったか 
６． 今後この研究をどう発展させ社会的貢献に繋げていく方法は 
７． 参考文献に掲載された学術論文以外にもう少し広範囲に文献や報告を渉猟した方が良い
のでは 
 
以上の質問やコメントに対して申請者は適格かつ誠実に対応し人格的には博士号授与対象者とし
て問題ないが、コメント７に関しては若干足りない部分があるので学術論文のみではなく官公庁
関連調査研究期間等が全国的調査を行い報告している交通事故分析レポートを含めて再度報告し
て頂くこととなった。その結果２月末日に申請者からレポートが提出され、審査員が再度適格性
に関して議論した結果、この論文は学術的研究と社会医学的研究が混在したものであり、今後こ
の研究を申請者が継続することで社会医学的貢献度は非常に高いものとなると判断し、審査員全
員の同意が得られ申請者は博士授与対象者として適格であると判断した。 
